
低層小規模建築物　木造化のすすめ

これからの事務所建築はこれからの事務所建築は
木造でつくる時代です木造でつくる時代です
地域のつくり手による環境にやさしく・快適な施設づくり
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はじめに

　林野庁は、民間建築物における木材利用をさらに促進するために、いわゆる「ウッド・チェ
ンジ協議会」を立ち上げ、運営しています。正しくは「民間建築物等における木材利用促進に
向けた協議会」といい、経済・建築・木材供給関係者や地方団体等の関係者が一堂に会する官
民連携の協議会です。本資料は、協議会の低層小規模建築物グループの活動をまとめたものです。
2 階建ての事務所建築を対象として、地域の木造建築を建設する側の関係者、特に、これまで
非住宅木造建築の建設経験が少ない関係者（工務店、設計者、施工者等）や、地域に根ざして
事業を展開している事業主（施主等）向けにまとめたものです。
 
　非住宅用途の木造建築のうち、規模が小さく、住宅程度のスパンの建物の場合、構造体に用
いられる木材・木質材料は、住宅と大きく異なることはありません。ただし、① 用途に応じた
建築への制限、特に防耐火性能に対応した仕様、② 住宅を上回る床遮音性能、③ 用途に応じた
設備、が必要になります。更に、スパンが大きくなると、一般の住宅よりも大きな断面や強度
の高い材料、あるいはトラスなどの架構、が必要になる場合もあります。
　低層小規模建築物グループでは、2 階建ての事務所建築について、できるだけ地域の材料、
加工・施工体制を活用し、かつ、魅力的な木造を実現するための条件を検討しました。本資料は、
そうした条件をもとに、グループのメンバーから提案された５つの木造化モデル案を整理して
います。
　今後、非住宅用途の建築にあたって、本資料を積極的に活用することで、地域で喜ばれる木
造建築が増えていくことを期待しています。
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●本パンフレットをご活用いただきたい方
本パンフレットは、以下のような地域のつくり手や、事業主の方々の活用を想定しています。

①住宅以外の木造建築物に取り組み始めている地域工務店等
②住宅中心の業務から住宅以外の木造建築物にもこれから取り組もうとしている地域
工務店等

③地域に根ざして事業を展開している事業主（施主等）

１．建物を使う人に気持ちがよいと喜ばれています。
　　　・雰囲気・居心地がよく、木のあたたかみを感じます。

　　　・木の香りに癒され、リラックスすることができます。

２．仕事の効率を上げる効果があります。
　　　・愛着が沸き、就労意欲を高めます。

　　　・働く人の集中力を高く保ちます。

３．そこで働く方が働きやすいと評判です。
　　　・雰囲気がよく、モチベーションが高まります。

　　　・集中して業務を続けても疲れにくさを感じます。

４．光熱費の削減を効率よく実現できます。
　　　・木造は断熱性の確保に適しています。

　　　・断熱・日射遮蔽の措置を施すと暖房費、冷房費

　　　　を削減しやすくなります。

５．衛生面の向上や屋内環境改善効果があります。
　　　・木材には湿度調整効果があります。

　　　・消臭、抗菌、ダニの防除の効果があります。

６．地球環境の保全に貢献できます。
　　　・樹木はCO2を吸収し、木材の形で貯蔵しています。

　　　・木造は他の構造より建築工事時のCO2排出量が抑え

　　　　られます。

７．地域経済の活性化に貢献できます。
　　　・地域の木材の利用は産地の雇用の機会を創出します。

　　　・木造建築の建設に携わる工務店等の仕事の機会提供

　　　　にもつながります。

木造化・木質化した事務所には、こんないいことが！

内装の木質化率の
異なる部屋での睡眠後の
タイピング作業成績の比較

材料製造時・輸送時・建設時等における
床面積あたりの CO2 排出量推計値の構造別比較
出典：「建物の LCA 指針」、日本建築学会、p.158（2006 年）を元に作成

部屋の内装の木質化率と
深睡眠時間の比較

出典：西村三香子ほか「日本建築学会関東支部研究報告集　86」4057-4060（2015 年）
を元に作成
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提案者名 （一社）J B N・全国工務店協会／
（一社）中大規模木造プレカット技術協会 （株）シェルター

特徴 主に国産材の製材・集成材を適材適所に
活用した和小屋組架構による事務所

国産材の集成材を用いた複合ラーメン構造
による大開口を実現した事務所

外観

階数 ２階 ２階

建築面積（㎡） 407.42 508.66

延べ面積（㎡） 797.00 865.13

階高（㎜）
１階 3,510 3,250

２階（軒高さ） 3,090 3,550

天井高（㎜）
１階 2,600 2,700

２階 2,600 2,600

防耐火性能 その他の建築物 その他の建築物

スパン割（m） 5.46 × 4.55  及び  一部 5.46 × 5.46 5.46 × 5.46

架構形式
２階床 大・小梁（小梁市松状配置） 大・小梁（小梁市松状配置）

屋根 和小屋 和小屋

主な構造部材

土台 ヒノキ製材　無等級材 ヒノキ集成材 E95− F270

柱 ヒノキ製材　無等級材
ベイマツ集成材 E135− F375

スギ製材　乙種二級
カラマツ集成材 E95− F270

大梁 スギ＋ベイマツ異樹種集成材 E120 − F330
ベイマツ集成材 E135 − F375 カラマツ集成材 E95− F270

小梁 スギ製材　無等級材
スギ＋ベイマツ異樹種集成材 E120 − F330 カラマツ集成材 E95− F270

小屋梁 スギ製材　無等級材
スギ＋ベイマツ異樹種集成材 E120 − F330

スギ製材　甲種二級
カラマツ集成材 E95− F270

積水ハウス（株） （株）アルセッド建築研究所 （株）アルセッド建築研究所

住宅の生産システムを活用し、
木造らしい半屋外空間を設けた事務所

国産材による柱とトラスを現しとし、
親しみと開放感のある事務所

国産材による柱と平行弦トラス下部を
現しとし、現代的で洗練された事務所

２階 ２階 ２階

539.00 464.81 456.55

959.00 858.09 858.09

3,563 3,700 3,700

3,130 2,780 3,540

2,600 2,700 2,700

2,600 2,700 2,700

その他の建築物 その他の建築物 その他の建築物

5.5 × 5.5 5.46 × 5.46 5.46 × 5.46

大・小梁（小梁市松状配置） 大・小梁（小梁市松状配置） 平行弦トラス（小梁市松状配置）

和小屋 ゲルバートラス 平行弦トラス

土台レスで、柱を基礎に金物で直接接合 ヒノキ製材 ヒノキ製材

スプルース集成材 E95− F315
オウシュウアカマツ集成材 E95− F315 カラマツ集成材 E95 − F270 スギ製材　乙種三級

スプルース集成材 E120 − F330 カラマツ集成材 E95 − F270 トラス上下弦材：カラマツ製材　甲種一級同等

スプルース集成材 E120 − F330 スギ集成材 E65 − F225 トラス上下弦材：カラマツ製材　甲種一級同等

スプルース集成材 E120 − F330 トラス上弦材：カラマツ集成材 E95 − F270
トラス下弦材：カラマツ集成材 E95 − F270 トラス上下弦材：カラマツ製材　甲種一級同等

様々な魅力
のある
木造事務所の
モデルを
ご提案します！

●立地　
・都市近郊の市街地

●建物用途
• 木造らしい魅力を備え、かつ、汎用性のあるプラン・構

法による、賃貸事務所としても活用可能な自社事務所
●敷地

･ 防火地域　：法22条区域、その他の地域
・地耐力　　：地表面で 30kN ／㎡以上

●規模
・階数　　　：２階
・延べ面積　：500 ～ 1,000㎡以下程度

●構造・構法
・防耐火性能：その他の建築物
・構造　　　：純木造
・構法　　　：自由 

●基本構成
・必要諸室　　　：１階／エントランスホール
　　　　　　　　　１、２階共通／事務室、トイレ、給
　　　　　　　　　湯室
・基本モジュール：910㎜、1ｍのいずれか
・スパン　　　　：提案特性に応じたスパン
・天井高　　　　：2,500㎜以上

●構造躯体
・荷重条件　　　：積載荷重　建築基準法による事務室

の基準に基づく
風速　34ｍ／s
地表面粗度区分　Ⅲ（一般市街地） 

・木構造材料　　：中断面集成材を含む国産の規格流
通材を極力使用し、主に住宅用プレ
カット加工機を活用できる部材寸法
とするよう留意

低層小規模事務所　木造化モデル案の概要

提案する
低層小規模
事務所
木造化モデル
の条件

木造の特性を活かした事務所の計画で大切にしたポイント
地域のつくり手による、地域に根ざした事務所を計画するあたり、
以下のポイントを大切にしています。

⑴　木造らしさを体感できる木質感のあるしつらえ
⑵　多様な規模・レイアウトの執務スペースに対応できる構造システム
⑶　建設地で調達しやすい地域材や国産材の活用
⑷　地域工務店等が取り組みやすい材料・加工や施工法
⑸　建設工事費及び工期の縮減
⑹　多様な建物要求性能への対応


